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「自動車は一人一台化」予測は町村・地方で強い

「自家用車の利便性が高まり、自動車の一人一台化が進んでいる」との予測が、「公
共交通の利便性が高まり、自家用車の保有は減少している」を大きく上回った。「自動
車の一人一台化」を予測する割合は若い年代ほど高い。

また居住地の都市規模、地域による差が大きく、町村では約 6 割が「一人一台化」
を予測している。地域間の比較では、東北で「一人一台化」を予測する割合が最も高く
なっている。

A：「自家用車の利便性が高まり、
自動車の一人一台化が進んでいる」

B：「公共交通の利便性が高まり、
自家用車の保有は減少している」

不明どちらともいえない Bに近いどちらかといえば Bに近いどちらかといえば Aに近いAに近い

「資源・エネルギーをめぐって国際紛争が多発」6 割超

「資源・エネルギーをめぐって国際紛争が多発」と予測する割合は年代間で大きな差
がなく、6 割を超えている。

A：「資源・エネルギーをめぐって、
国際紛争が多発している」

B：「資源・エネルギー問題の解決
が進み、国際関係が安定している」

不明どちらともいえない Bに近いどちらかといえば Bに近いどちらかといえば Aに近いAに近い
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「格差拡大」「外国人の増加」を予測
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先進国と発展途上国の格差は拡大

「先進国と発展途上国の格差が拡大している」との予測は 6 割を超えた。特に若い年
代でその意識が強い。

A：「先進国と発展途上国の格差が
拡大している」

B：「先進国と発展途上国の格差が
縮小している」
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外国人居住者は増加
A：「国内の外国人居住者は、受け入
れも積極化され、増加の一方である」

B：「外国人居住者は受け入れ制限を
厳しくされ、増加していない」

1.9

「国内の外国人居住者は、受け入れも積極化され、増加の一方である」と予測する回
答者はすべての年代で半数を超える結果となっている。居住地の都市規模による差も見
られない。

「先進国と発展途上国の格差が拡大している」との予測が約 6 割に上り、
国家間でも格差の拡大が予測されている。また、「国内の外国人居住者は受
け入れも積極化され、増加の一方である」との予測が多数を占め、グローバ
ル化の中で外国との関わりが強まることが予測されている。
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